
今や古典的になってしまいましたが有名なNEJMの文献のグラフをご紹介 
いたします。破裂頻度はそれ程でないとの提示です。 
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1cm以上では手術の適応と考えられました。2.5cm以上の症例が少ないのは当然 
手術になっており経過観察をしていないからです。 
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動脈瘤のある部位でも危険率は異なります。部位に関しては次のスライド 
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実地医家のできる事は主に血圧管理の様です。 
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